
お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

動静脈連携による太陽光パネル由来のガラスの水平リサイクル技術の確立を通じた、国内資源循環体制の構築を目指す。

脱炭素型循環経済システム構築促進事業のうち、
国内資源循環体制構築に向けた再エネ関連製品及びベース素材の全体最適化実証事業

事業イメージ

委託事業

カーボンニュートラル、国内資源循環に向けたリサイクルの全体最適化のための動静脈連携スキーム構築実証を行います。

【令和７年度補正予算額 100百万円】

民間事業者・団体、大学、研究機関等

令和7年度

環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課 資源循環ビジネス推進室（03-6206-1875）

■委託先

• 今後、大量排出が見込まれている太陽光パネルは、確実に国内でリサイク
ル・適正処理するためのシステムの構築とあわせて、リサイクルに伴う
CO2排出量を抑制するための省CO2型リサイクル体制の整備が必要である。

• 太陽光パネルの重量の約６割を占めているガラスは、高品質なリサイクル
材（板ガラス）が製造できていない。板ガラスの製造に必要な質のカレッ
ト（板ガラスの原料）の十分な供給が実現できていないためであり、動静
脈連携を通じたガラスの水平リサイクル技術の確立が重要である。

• 本事業では、太陽光パネル由来のガラスの省CO2型リサイクル技術向上を
図る実証を実施する。

 中間処理事業者とガラスメーカーが連携して、水平リサイクルを実
現するための異物の高度選別技術等の開発を通じ、太陽光パネ
ル由来のガラスのリサイクル促進を図る。
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